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暫定利用についての小委員会を
設置し、 集中的に検討を行います

　小中学校が再編される平成 19 年４月から、校舎や

グラウンドなどの暫定利用をスムーズに開始するた

めには早急な検討が必要になります。そのため、各

校の学校開放委員会などの参加を得て、暫定利用の

あり方に関する小委員会を設置し、１月中を目処に

集中的な検討を行うこととなりました。

先行地区に見る暫定利用の
イメージ

１　これまでの「学校」としての行政目的から「学校跡施設」としての管理となる。

　本格利用の見込みが立つまでは、当面教育委員会が管理し、施設管理に必要最低限の工事（門

　とフェンスの嵩上げ）を行い、機械警備と巡回警備を行う。

２　学校でなくなるため「学校開放事業」としての事業の看板は外すこととなる。

　ただし暫定利用として、これまで学校開放委員会で利用していた方々の利用希望がある場合は、

　これまでの利用をベースに話し合いを行うこととなる。

３　暫定利用は、あくまで本格利用に支障のない範囲での利用が原則となり、暫定利用の期間は

　基本的には平成 19 年度１年間となる。

４　暫定の市民利用を行う場合、市には市の財産を管理する条例・規則があり、その範囲で市の

　財産の管理を公共的団体（連合自治会は公共的団体に入る）が公共用に使う（連合自治会等が

　管理し、抽選等の公平な利用調整により特定団体の独占的利用になっていない）ならば管理運

　営を委託することが可能となる。全くの個人や営利法人に貸し出すことは困難となる。

５　地域が利用する場合には、利用者側に一定程度の責任を負っていただくこととなり、特に防

　火管理の徹底が必要となる。

　既に緑区霧が丘地区などでは、平成 18 年４月より

学校再編後の暫定利用が始まっています。こうした

事例をふまえ、教育委員会学校計画課より暫定利用

の標準的イメージが説明されました。
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第２回検討委員会の概要

 日時：平成 18 年 12 月 16 日 ( 土 )
 場所：若葉台東中学校Ｅルーム
 議題：１ 委員長あいさつ
　　　 ２ 第１回検討委員会議事内容に
　　　　　ついて　　　
　　　 ３ 暫定利用について
　　　　 (１) 他区の事例等について
　　　　 (２）若葉台地区の要望及び取
　　　　　　　りまとめについて
　　　 ４ 本格利用について
　　　　 （１）小委員会の設置について
　　　　 （２）各団体意見集約について
　　　　 （３）行政の状況について
　　　 ５ 第３回検討委員会について



４つの小委員会を立ち上げます

■　学校施設活用の現状

日時：平成 19 年 1 月 27 日 ( 土 )
　　　13 時より
場所：若葉台東中学校　Ｅホール
議題：暫定利用について、本格利用
　　　への住民意見集約、他

住民の皆様の建設的なご意見を募集しています

次回予定
　
【若葉台地区小中学校跡地活用検討委員会事務局】
　
　 旭区役所区政推進課企画調整係
　　　 ＦＡＸ ：９５１－３４０１
　　　 Ｅ-mail：as-kikaku@city.yokohama.jp
　　　 ＴＥＬ ：９５４－６０２７

本格利用についても、 具体的検討を開始します。

　「スポーツ」、「教育・文化」、「地域福祉」の３分野についてそれぞれ小委員会を立ち上げて議論を

深めることとなりました。また、今後示されるであろう行政提案に関する小委員会の設置について

も了承されました。

　なお、若葉台のまち全体の将来像を描いていく必要があるとの認識に立ち、連合自治会ではその

ための論議の場を本検討会とは別に設けることも確認されました。

　十分議論を行い結論を導くための素材とすべく、住民の皆様のご意見を募集しています。（１月 19

日〆切り）　自由な発想で、是非、建設的なご意見をお聞かせください。まだ建設途上にある若葉台

のビジョンについて、短期・中期・長期を見越した提案なども期待しています。

　また、本検討委員会へのご意見は、上記アンケートの期間に係わらず随時受け付けております。

ＦＡＸもしくはＥ-mail にて、下記事務局までお寄せください。

暫定利用の基本的方向性 （地域の要望）

　現在若葉台では VOSC 体育指導委員

を中心として５校をまとめて学校開

放事業を行っています。これは「そ

れぞれの学校が地域の活動拠点であ

り、若葉台全体の行事の一翼を担っ

ている」という考え方に基づいてい

ます。その結果、地域と学校は密接

なつながりを保っています。

　今後も地域の施設としての機能を

縮小することなく、暫定利用期間に

おいて従来通りの運用を前提に検討

を進めていきます。

　また、管理・運営面を踏まえた現

実的対応についても視野に入れなが

ら、より積極的な利用の可能性を検

討してまいります。
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